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OPECは米シェールオイル増産を警戒 

原油価格（WTI 期近物）は 10 月下旬以降、横這い圏内で推移している（第 1 図）。

欧州や中国経済の先行き不安に加え、11 月 6 日の米国大統領選挙後は、米国財政問題

への懸念が強まった。一方、中東情勢緊迫化による供給不安は依然として根強く、原

油価格を下支えしている。強弱両方の材料が意識される中、原油価格は概ね 1 バレル

85～90 ドルの狭いレンジで推移している。 
 
石油輸出国機構（OPEC）は 12 月 12 日開催の総会で、生産目標の据え置きを決定

した。11 月の OPEC 全体の生産量は日量 3,122 万バレルと、目標の同 3,000 万バレル

を上回っているが（第 2 図）、最近の原油価格の安定的な推移が目標据え置きの背景

となった模様だ。 
注目したいのは、アラブ首長国連邦（UAE）の石油相が米シェールオイル生産につ

いて「大きな問題であり、我々の利益を守らなければならない」と発言したことであ

る。これは、OPEC が米国のシェールオイル生産増加に対して警戒感を強めているこ

とを示している。OPEC 各国は石油収入を確保するために、原油需要を減退させない

程度での原油価格の高値推移を望んでいるとみられるが、シェールオイル生産増加に

より世界の原油需給バランスが緩和すれば、原油価格への下押し圧力となり得る。 
しかしながら、①北海油田を抱える英国やノルウェー等の非 OPEC で生産減少が見

込まれること、②原油価格が下落した場合、シェールオイル開発が遅延する可能性が

あること、③新興国の需要増加が続くと予想されること、等の要因から、シェールオ

イル増産が世界の原油需給バランスに与える影響は限定的との見方もある。 
現時点でシェールオイル増産の影響は不透明な部分も多いが、今後 OPEC はその影

響を注視しつつ、原油市場への自らの影響力を保持する道を探っていくことになろう。 
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（資料）Bloombergより三菱東京UFJ銀行経済調査室作成
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第1図：原油価格（WTI期近物）の推移（2012年）

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

07 08 09 10 11 12

第2図：OPECの産油量の推移

（資料）IEA資料より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

（年）
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照会先：三菱東京 UFJ銀行 経済調査室  石丸  康宏 yasuhiro_ishimaru@mufg.jp 
                    篠原 令子 reiko_shinohara@mufg.jp 
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